
工学部・工学府における新型コロナウイルス感染症拡大防止のための活動制限方針

感染拡大状況により制限段階の緩和もしくは厳格化を学府長の判断で実施する。

2021年1月8日修正版
制限段階 研究活動 授業 学生の課外活動 小金井図書館

0 （状態）通常通り （状態）通常通り （状態）通常通り
（状態）通常通り　館内利用制限エリア解除、学外者
の利用制限解除

（状態）感染拡大に最大限配慮の上で研究室活動可 （状態）授業規制の一層の緩和 （状態）制限付きで解禁
（状態） 利用可能エリアの拡大、
座席数 50-80％減

・学生の研究室活動可（ただし、学生の意思を最優
先、自宅での研究活動も了承）、公共交通機関を利
用する場合は時差通学等を推奨．
・三密状態となる研究室においては登校シフト制な
どによる出席者削減の努力
・学生は研究室活動を行うにあたり【研究室活動に
かかる確認書】フォームへの回答必須

・オンラインによる研究報告と指導
・オンラインによる雑誌会／ゼミ活動／発表練習な
ど

・複数人数による会食や飲食会などの禁止

・マスク着用義務

・オンライン講義を原則。感染拡大に最大限配慮
の上で対面講義可（教室人数は試験定員の1/2以
内）。ただし通学できない学生にも配慮

・感染拡大に最大限配慮の上で実習・演習・実験
可。ただし通学できない学生にも配慮

・教員の判断に基づいて感染拡大に最大限の配慮
をして大学院および少人数ゼミなどの再開可。た
だし通学できない学生にも配慮

・教室における定期試験の制限条件下での実施
可。ただし通学できない学生にも配慮

・マスク着用義務

・全学の方針に準ずる。 ・換気が不十分なフロア（閲覧室 2F）は閉室 。
・ラーニングコモンズとしてのフロア（北棟3Fオープ
ングループワークスペース、グループ学習室）は、個
別学習の用途に限り利用可 。（発声会話の禁止。グ
ループワーク不可）
・授業等における利用は、感染拡大に最大限 の配慮を
したうえで 個別判断とする 。

･書架の資料は、状況に応じて閉架 フロア（出納制）
と開架フロアを段階的に変更する。

・学外者の利用制限

・貸出図書、館内図書の複写物、ILL複写物の送付は、
首都圏以外の在住者で上京が困難な利用者に限定
・館外ブックポストの開放
・マスク着用義務

（状態）感染拡大に最大限配慮の上で研究室活動可 （状態）授業規制の緩和 （状態）制限付きで解禁 （状態）開館時間短縮、座席数 90％以上減

・学生の研究室活動可（ただし、学生の意思を最優
先、自宅での研究活動も了承）、公共交通機関を利
用する場合は時差通学等を強く推奨．
・三密状態となる研究室においては登校シフト制な
どによる出席者削減の努力
・学生は研究室活動を行うにあたり【研究室活動に
かかる確認書】フォームへの回答必須

・オンラインによる研究報告と指導
・オンラインによる雑誌会／ゼミ活動／発表練習な
ど

・複数人数による会食や飲食会などの禁止

・マスク着用義務

・オンライン講義を原則

・感染拡大に最大限配慮の上で少人数による実
習・演習・実験可。ただし通学できない学生にも
配慮

・教員の判断に基づいて感染拡大に最大限の配慮
をして大学院および少人数ゼミなど（概ね20人未
満）の再開可。ただし通学できない学生にも配慮

・教室における定期試験の制限条件下での実施
可。ただし通学できない学生にも配慮

・マスク着用義務

・全学の方針に準ずる。 ・感染拡大を防ぐため、座席は閲覧室１F,北棟１Fの一
部エリアのみ利用可

・書架の資料は館員が出納（事前申込制。当日受付も
可能な限り対応）

・学外者の利用制限

・貸出図書、館内図書の複写物、ILL複写物の送付は、
首都圏以外の在住者で上京 が困難な利用者に限定

・館外ブックポストの開放

・マスク着用義務

（状態）感染拡大に最大限配慮の上で研究室活動可 （状態）オンライン講義のみもしくは延期 （状態）全面禁止 （状態）臨時休館

・学生の研究室活動可（ただし、学生の意思を最優
先、自宅での研究活動も了承）、公共交通機関を利
用する場合は隔日登校もしくは時差通学等を強く推
奨．
・三密状態となる研究室においては登校シフト制な
どによる出席者削減の努力
・学生は研究室活動を行うにあたり【研究室活動に
かかる確認書】フォームへの回答必須

・オンラインによる研究報告と指導
・オンラインによる雑誌会／ゼミ活動／発表練習な
ど

・複数人数による会食や飲食会などの禁止

・マスク着用義務

・貸出図書、館内図書の複写物、ILL複写物は自宅また
は研究室宛に送付（事前申込制。窓口受取も可能な限
り対応）

・ILL私費依頼、貸借図書の依頼は停止

・郵送での返却は可

・館外ブックポストの開放

・マスク着用義務

（状態）原則活動中止 （状態）オンライン講義のみもしくは延期 （状態）全面禁止 （状態）臨時休館

・貸出図書、館内図書の複写物、ILL複写物を郵送
・ILL私費依頼、貸借図書の依頼は停止

※ 緊急事態宣言の発出期間中（令和3年1月8日～2月7日）は、新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく「新型コロナウイルス感染拡大防止のための東京都における緊
急事態措置等について」に沿って行動すること。
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